
基本目
標

重点項
目

担当課 施　　策　　内　　容 Ｒ1具体的取組 Ｒ1事業実績（回数・人数等）
担当課
評価

評価コメント R2具体的取組 R 2　目標値 プラン
ページ

市民活動推
進課

女性団体連絡協議会の構成団体
やふるさとづくり協議会等への情
報提供

女性団体連絡協議会の会議やイベ
ント時の情報提供、意見交換会への
参加案内。
市民ふるさと塾実施3回
（41名うち女性8名）

Ａ

他の男女共同参画事業や講師に
関する情報を提供し、学習機会の
充実をはかった。女性の参加も例
年程度あり、男女それぞれの視点
で意見交換ができた。

女性団体連絡協議会の構成団体や
ふるさとづくり協議会等への情報提
供

継続 41

社会教育課
社会教育団体への情報・学習機
会の提供

市男女共同参画講演会の参加依頼 Ａ
男女の地域活動参加促進のため
今後も情報提供を継続する必要
がある。

社会教育団体への情報・学習機会
の提供

継続 41

社会教育課
生涯学習ボランティアの人材
養成・活用の促進

ボランティア活動に必要な情報の
提供/生涯学習ボランティア活動
の促進

公民館活動の教室、クラブ等により
生涯学習ボランティアの育成を支援 Ａ

公民館長のコーディネートにより、
公民館クラブ生のボランティア活
動（福祉施設への慰問や学校へ
の授業補助等）の裾野が広がった
とともに、内容も充実してきてい
る。

ボランティア活動に必要な情報の提
供/生涯学習ボランティア活動の促
進

継続 41

市民活動推
進課

ボランティア活動やＮＰＯ活動
等への支援

市民活動団体の情報収集・ホー
ムページでの情報提供/ＮＰＯネッ
トワーク連絡協議会の開催/市民
活動支援センターの機能の拡充

随時
ボランティアチャレンジデーの参加 Ｂ 県が行うボランティアの周知や祭

りに学生ボランティアを募集した。

市民活動団体の情報収集・ホーム
ページでの情報提供/ＮＰＯネット
ワーク連絡協議会の開催/市民活
動支援センターの機能の拡充

市民活動支援センターへの登
録団体数：５０

41

市民活動推
進課

地域活動団体の意思決定の場
への女性の参画促進

地域活動団体の意思決定の場へ
女性の参画を促進

・市ふるさとづくり協議会理事76名：
うち女性理事8名
・市ふるさとづくり協議会3部会71人：
うち女性部会長1名
・自治会長　340名：うち女性34名

Ｃ 女性の理事の数をもう少し増やす
必要がある。

地域活動団体の意思決定の場へ女
性の参画を促進

継続 41

総務課
防災分野における女性の参画
の促進

防災に関する方針決定の過程に
おける女性の参画や防災士等の
女性リーダーの育成を推進

6名（防災会議委員2名、山陽小野田
市防災士名簿登録新規4名） Ｂ

令和元年度山陽小野田市防災会
議が開催され、防災に関する方針
決定の過程に３名の女性リーダー
の参画があった。
本市において３名の女性が防災士
の資格を取得した。

防災に関する方針決定の過程にお
ける女性の参画や防災士等の女性
リーダーの育成を推進

３名 42

総務課
被災現場における男女共同参
画

物資の提供やプライバシー保護、
役割分担など女性の声に耳を傾
けながら女性のニーズに配慮した
取り組みを推進

1回 Ａ
女性団体の集まりに防災出前講
座で出港した際に、意見交換を
行った。

物資の提供やプライバシー保護、役
割分担など女性の声に耳を傾けな
がら女性のニーズに配慮した取り組
みを推進

継続 42

さんようおのだ男女共同参画プラン令和元年度実績報告及び令和２年度実施計画(６ページ一部修正）

（６ページ）
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